私が 女学校 を 出た 年の 秋) J ろで あつ たと 思う。 父が 

私に 一 つ 時計 を 買って くれた。 生れて はじめての 時計 

であった。 ウォルサムの 銀の 片側で その 時分 腕時計と 

いうの はなかった から 円くて 平たい 小型の 懐中時計で 

ある。 私 は、 それに 黒い リボン をつ け、 大変 大切に 愛 

しても つていた。 袴 を はいたと き は、 袴の 紐に その 黒 

い リボン をから みつけて。 

或る日、 急に 八重 洲 町の 事務所に いる 父に 会わな け 

れ ばなら ない 用が 出来た。 どういう 道順で あつたか、 

上野の 山 下へ 出た。 そこで 自働 電話 を 父へ かけた。 何 

時まで ならいる と 父が 云った ので、 私 は、 黒 リボン を 



いろんない きさつが あって、 やがて^ 場る と、 その 

子供 は、 是非 日本の 写真が 見たい から、 ホテル 迄 送つ 

て ゆく という ことにな つ た。 

ホテルの 部屋に は 連れの 方が とまって いて、 私 は 

ずっと 遠方の 下宿に いた。 そこへ その子と 一寸よ つて、 

私 はやが て 電車で 下宿へ かえ りかかった。 夜 十一 時 頃 

であった ろうか。 その 混んだ 電車の 中で、 その子に、 

私 は 自分の 小さい 茶 皮の ハンドバッグ を かっぱらわれ 

たのであった。 

私 は、 ありが とうだの、 今日は、 だのと いう 慇憝な 

挨拶の 言葉 は ロシア語で 云う ことが 出来た が、 かつ 払 



のい きさつが、 にくらし いので ある。 

一九 三 五 年の 二月 十三 日、 私の 誕生日の 祝いに、 父 

が精ェ 社の 柱時計 を 買って くれた。 これ は 私が 自分 か 

ら たのんだ ものであった。 父の 家の 台所に 美人の 絵の 

ついた ボン ボン 時計が かかって いて、 それ は 私の 生れ 

る 前からの ものであった。 柱時計なら、 なくなる こと 

もないで あろう。 そう 思って、 私 は 柱時計 をた のんだ _ 

父 は どちら かとい うと、 ごく ありふれた 形の 十 円内 外 

の もの を くれた。 それ は 上 落 合に 私が 独り 暮 していた 

家の 柱に かかって 働いて いたが、 五月の 或る 朝、 私の 

ところへ 二人の 男が 来て、 そのまま 私 を その 家から 連 
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